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32×16ドットLEDモジュール 参考資料

5V電源で明るい表示(赤色)

3322 xx 1166 ddoott MMaattrriixx LLEEDD MMoodduullee

((LLEEDDドドラライイブブ回回路路内内蔵蔵))3322××1166ドドッットト

ママトトリリククススLLEEDDモモジジュューールル

参考資料概要
32×16ドットマトリクスLEDモジュールは、5V電源で明るい表示が得られる、LEDモジュール基板です。

基板裏側にLED駆動用IC、BD7851FP (ROHM社)を搭載してLEDを定電流駆動していますので、

マイコンと直接接続して表示できます。

◎ LED駆動用IC、BD7851FP
(ROHM社)の詳細については、
メーカのデータシートをお読み
ください。

主な仕様

◎ 電源電圧(ロジック部) :5V

◎ 電源電圧(LED駆動部) :5V

◎ 発光色 :赤◎ ドット数 :32×16ドット

◎ LED駆動部消費電流 :約600mA
※全点灯時の値。変動あり

◎ LED駆動部電圧は5Vでお使い
ください。

◎ 表示部寸法(約) :82×41mm (実測)
◎ 外形寸法(約) :145×54mm (実測)

◎ その他 :M3ねじで取り付け可能

コネクタピン配置

PHコネクタ(10ピン)
※基板裏側にあります (図では点線で表示しています)
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SIN_2で制御
(カラム(A)駆動側)

SIN_3で制御
(カラム(B)駆動側)制御のしかた

(1) 基板裏側の3個あるLED駆動用IC、BD7851FPの制御信号線(CLOCK、LATCH、ENABLE)は、
共通です。コモン側の駆動信号、カラム側の駆動信号(A、B)を、クロック(CLOCK)にあわせて
同時に送り込みます。データは、CLOCKの立ち上がりエッジで取り込まれます。
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カラム側データ

コモン側
データ

(適合コネクタ :PH10ピン)

CN1
SIN_1で制御
(コモン駆動側)

カラム(A) カラム(B)

(2) LATCHが「L」の間、表示データは保持されます。
LATCHを「H」にすると、表示データは駆動用IC内部
のデータを常に反映します。

(3) /ENABLEが「L」のときは、表示がONになり、
/ENABLEが「H」のときは表示はOFFになります。

(4) 左図のように、コモン側とカラム側のデータが
両方とも「1」のLEDが点灯します。

ピン
番号

信号名 備考

1 VCC ロジック部電源 (5V)

2 SIN_1 コモン駆動側データ入力

3 SIN_2 カラム(A)駆動側データ入力

4 SIN_3 カラム(B)駆動側データ入力

5 CLOCK 立ち上がり時にデータを取り込み

6 LATCH 「L」でデータ保持、「H」でデータ更新

7 /ENABLE 「L」のとき表示ON、「H」のとき表示OFF

8 VLED LED駆動電圧 (5V)

9 GND 0V

10 GND 0V


